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 特 任 教 授  髙 橋 正 人  

 
 東 北 大 学 で フ ラ ン ス 語 を 学 ん だ 頃 が 懐 か し く 思 い 起 こ さ れ ま す 。  
 当 時 、 教 養 部 の フ ラ ン ス 語 は 、 大 木 健 教 授 、 原 二 郎 教 授 、 佐 藤 房 吉 教 授 、 泉

田 武 二 教 授 な ど 錚 々 た る 方 々 で し た 。 そ し て 、 学 部 ・ 大 学 院 時 代 は 鎌 田 博 夫 教

授 、 伊 地 智 均 教 授 、 ジ ョ ル ジ ュ ・ ヴ ォ ワ ッ セ 先 生 に ご 教 授 い た だ き ま し た 。 先

輩 院 生 の 方 々 の 幅 広 い 研 究 に 目 を 開 か せ ら れ た 日 々 が 今 で も 記 憶 に よ ぎ り ま す 。 
 本 書 は 、 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 に 基 づ く 新 科 目 「 文 学 国 語 」 に お け る 探 究 的

な 学 び を 企 図 し た 高 校 生 に 向 け た ブ ッ ク レ ッ ト で す 。  
 内 容 は 、是 枝 裕 和「 ヌ ガ ー 」、川 上 弘 美『 神 様 2 0 11』、石 沢 麻 依『 貝 に 続 く 場

所 に て 』 ア ー ノ ル ド ・ ロ ー ベ ル 『 お 手 紙 』、 斎 藤 隆 介 『 モ チ モ チ の 木 』、 ヘ ッ セ

『 少 年 の 日 の 思 い 出 』、 永 島 慎 二 『 漫 画 家 残 酷 物 語 』、 映 画 『 ト ゥ ル ー マ ン ・ シ

ョ ー 』『 東 京 物 語 』、 ネ ル ヴ ァ ル 『 シ ル ヴ ィ 』 な ど 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 の 国 語 科 教

科 書 の 教 材 を 始 め 、 印 象 に 残 っ た 作 品 を 基 に し た 一 種 の 思 索 の た め の ア ン ソ ロ

ジ ー で す 。 一 つ 一 つ の 作 品 を も と に し て 、 そ の 作 品 か ら連想さ れ るテー マ の関

係性に 思 い を は せ な が ら 、 作 品 の世界が網の 目 の ように 広 が っ た り 、深ま っ た

り し て い く 様 子 を感じ取っ てほし い と 思 い ま す 。  
 な お 、私に と っ て 新 美南吉 の『 ご ん ぎ つね』（フ ラ ン ス 語訳 L e  p e t i t  r e n a r d  G o n  

も素晴ら し い で す 。）は忘れ ら れ な い 作 品 で す 。こ れ か ら フ ラ ン ス 文 学 に興味を

持っ た 高 校 生 に と っ て 、 生涯にわた る 一冊の 本 と の 出会い が 思 索 を深め 、 人 生

を よ り豊か な も の と し て く れ る も の と 思 い ま す 。 本 書 が そ の契機と な っ て い た

だ け れば幸い で す 。  
 併せ て 、 本 書 を通し て 、復興が 一歩で も進むこ と を念じてやみま せ ん 。  
 


